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「知的障害者用認知症判別尺度日本語版 DSQIID  
（Dementia Screening Questionnaire for Individuals 
with Intellectual Disabilities）」の妥当性に関する研究
――発達の質的な視点からの検討――
植 田 　 章  


















































































































の調査者が 2回ずつDSQIID を施行し，その結果が認知症の基準となる 20 点を上回る割合を
みた。その結果 4回中 4回もしくは 3回が 20 点をこえ，医師との診断との一致率が 75.5% 以














































































名 m=29,  f=29）を今回の分析の対象とした。その年齢分布は図 1，質問項目のうち，得点項
目数の分布は図 2のとおりである。
（３）5３ 項目の分類
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つぎに，非認知症者（44 名，m=23, f=21　平均年齢 42.7 歳）と認知症者（14 名，m=6, f=8　































言語 行動や思考の混乱 活動性の低下 日常生活動作の低下睡眠及び
身体状況
記憶










































































































































































































実践の課題――高齢期の暮らしと地域生活支援』高菅出版，2011 年，69 ～ 85 ページ。なお，この
指針は，国際知的障害研究協会（IASSID）ならびにアメリカ精神遅滞学会（AAMR）の作業部会
からの報告を受けて，IASSID 諮問委員会，AAMR評議会により 1995 年に承認されたものである。
（2）  たとえば，Gedye A. 「Dementia Scale for Down Syndrome」1995 年，「“Dementia Scale for Down 







老化診断システムの開発に関する研究」平成 12 年度文部省科学研究費補助金（基盤研究 C）研究
成果報告書，2001 年，9ページ
（5）  春日井宏彰・菅野敦・橋本創一・桜井和典・片瀬浩「成人期知的障害者の加齢変化の特性に関する

















――最近の研究概観」『発達障害研究』第 22 巻，第 2号， 2000 年，96 ～ 103 ページ
（9）  Royal College of Psychiatrist/The British Psychological Society 編「認知症の知的障害者」翻訳プ
ロジェクトチーム訳「認知症の知的障害者――アセスメント・診断・治療および支援の手引き（日
本語版）」『国立のぞみの園 10 周年祈年紀要』2014 年，55 ページ
（10）  木下大生・有賀道生・上原徹・村岡美幸・井沢邦英・志賀利一「知的障害者用認知症判別尺度日本
語版（DSQIID）の信頼性・妥当性の検証」国立重度知的障害者総合施設のぞみの園『紀要 4号』
2010 年，98 ～ 107 ページ。ただし，ここで示されている検出率が十分に高いかについては再検討
が必要であろう。木下大生・有賀道生・上原徹・村岡美幸・井沢邦英・志賀利一「知的障害者用認
知症判別尺度日本語版DSQIID の開発に関する研究――感度と特異度の検証を中心として」国立
重度知的障害者総合施設のぞみの園『紀要 5号』2011 年，49 ～ 62 ページ。
（11）  Deb.S.,  et. al「Dementia Screening Questionnaire  for  Individuals with  Intellectual Disabilities 
shoumitro Deb. Monika Hare, Lindsay Prior,  Sabyasachi Bhaumik」The British  Journal  of 
Psychiatry Apr 2007, 190 （5） 440-444
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